
デンマーク語複合語における中強強勢の

　　　　　　　持続時間調整について

三松国宏

1　序
　セグメントの持続時間は、言語学的StreSSの有無と相関関係があり、StreSS

知覚上の音響的手がかりの1つであることはよく知られている。古くは英語に

関してFry（1955）に、音響データに基づく研究がある。

　stress知覚の音響的手がかりにはいくつか考えられ、Bohnger（1958）で述べ

られている通り、最も有力な手がかりはピッチ変化である。しかし、StreSSを

持つ音節を構成するセグメント、特に母音が、StreSSを持たない音節の母音に

比べて長い持続時間を持つという事実が、stress知覚の音響的手がかりの1つ

であることには変わりがない。

　本稿で扱うデンマーク語に関しても、StreSSの音響的現れに関して実験研究

がNina　Gr¢nnumによって行われてい乱詳細について！ま・Gr¢nmm（1992）

およびその参考文献中の彼女自身の論文を参照して頂きたいが、概略を述べれ

ば、デンマーク語のStreSSは、StreSSを担う音節が比較的低いピッチを持ち、

後続のSt正eSSのないセグメント連続でピッチが急上昇し、その後下降するとい

う独自のピッチカーヴを描くことが明らかにされている。しかし、彼女の研究

にはStreSSとセグメントの持続時間の相関関係についての詳しい議論はない。

　デンマーク語に関して、F1scher－J¢rgensen（1974：10亙），Thorsen＆Thorsen

（1988：45）のような音声学書には、stressのあるセグメント、特に母音はstressの

ない場合に比べて持続時間が比較的長くなる旨の指摘がある。Fischer－J¢rgensen

（1964）およびBundgaard（1980）などの文献からも、彼等の実験の主目的ではな

いものの、StreSSのある母音はSt燗Sのない母音に比べて持続時間が比較的長

いことがわかる。
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　stressは、音韻的に少なくとも3段階に区別ができ、このことはデンマーク

語にも当然当てはまる。そして、複合語の分析には2番目の強勢、すなわち中

強強勢（第2強勢）が用いられる。なお、上述のstressは強強勢のことをさすも

のとして使った。

　3段階に区別ができるstressの中で、強強勢に関する調査はさかんに行われ

るが、中強強勢に関するものは非常に少ない。Fischer－J¢rgensen（1984）は数少

ない例外で、3段階にのstressに関するかなり大規模な音響実験の結果の報告

を行っている。FischeトJ¢rgensen（｛胴．）によれば、中強強勢の音響的特徴は次

のようにまとめられる。

1）中強強勢を持つ音節は、強強勢を持つ音節に比べて、若干短音化

する。

2）中強強勢を持つ音節は、ピッチの動きに関しては無強勢（弱強勢）

と同じ振る舞いをする。

Thorsen＆Thors㎝（1988：24，46）に述べられているように、中強強勢は、も

ともとの強強勢が複合語の第2要素になる際に、弱化されたものと考えられる

ので、言い換えれば、もともと持っていた強強勢のピッチ特徴を中強強勢は失

うと言ってもよい。上記！）2）を考え合わせれば、中強強勢は、強強勢と無強勢

（弱強勢）の中間的な位置付けと考えられそうである。すなわち、強強勢として

持っていたピッチ特徴を、中強強勢に弱化した際に失い、弱強勢的になるが、持

続時間に関しては、弱強勢になるまでは弱化（短音化）しない。

　以下では、デンマーク語に関して、申強強勢とそれを担う音節の主要素の持続時

間の関係を調べるために行った音響分析の結果を報告し、Fischer－J¢rg㎝sen（｛舳．）

の結果との比較を行うことにより、申強強勢の音声学的分析にともなう課題に

ついて議論する。

2　目的

　本実験の目的は、音節の申心を担う要素（母音もしくは母音斗鳴音）が、強強

勢を持つ場合と、それが中強強勢に弱化された場合で、持続時間に関して違い
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が出るかどうかを音響分析によって調べることである。また、5．では、Fischer，

J¢rgensen（狛〃．）の実験結果との比較を試みる。

3　方法

3、五　分析資料

　分析資料として11語の複合語を用意した（表1）。これらはすべて、名詞同士

を組み合わせた2つの要素から成る複合語で、この内4組は、前後の複合の要

素を入れ替えた語から成る。語彙選択の基準は、基本的にはインフォーマント

にとって一般的な語であるということにした。倶し、ほぼ同一の音環境を維持

し、アクセントが「強」か「申強」かということの持続時間への影響以外の要

素の混入を極力避けるという音声学的理由から、複合の第1要素と第2要素を

入れ替えられる、という条件を特に重視した。そのため、有意味語ではあるが、

人工的に作った語が1つある。これに該当するのが、「分析資料」中のmadnat

で、この語は辞書に載っていない。しかし、例えばごちそうがたくさん用意さ

れた、夕方から始まるパーティーのような状況で使われれば、母語話者であれ

ば、誤解なく理解するはずである。このことはインフォーマントに確認済みで

ある。

　その他の実際上の問題点としては、「複合の第1要素と第2要素を入れ替え

られる」という条件を満たす語彙を、外国人として多数探し出すことは甚だ困

難であった点が挙げられる。デンマーク人にも尋ねて見たが、限られた時間で、

たとえば母音の開口度クラスのバラエティを分析資料になるべく持たせる、な

どの条件は満たせず、選択語彙数がかなり少なくなってしまった。この点に関

しては、今後の課題としたい。vandhaneは組になっておらず単独であるが、

b1addame／dameb1adと長母音／a：／が共通なので、比較のため選択した。また、

pasfoto／tandpastaは前後の要素を入れ替えた完全な組ではないが、／Pas／が共

通しているということで選択した。

　なお、デンマーク語の母音には音韻論的長短の区別があるので、分析資料に

は、長音を含むものと、短音しか含まないものの2グループを用意した。これ

は、持続時間が想定条件下で、長音化するなら、短音の方に顕著に影響が出、

短音化するなら、長音の方に影響がでるかもしれないという予測に基づいてい
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る。また、母音の長短によって、強勢の影響の仕方が異なっても興味深いとい

う配慮もあった。

表1：分析資料一覧

（1）長音を含む（5語）3音節語：b1addame｝aδ．担mgl（雑誌社勤めの女性）／

dameb1ad［ψ㎜9．り1aδ］（女性雑誌），¢1d邑se［■¢1，φls9］（ピール缶）／d邑se¢1［1φ：s9．¢1l

（缶ビール），vandhane［一Uanlhεmg］（蛇口）

（2）長音を含まない（6語）2音節語：n泓tmad［■naぐ，maδ1（夜食）／madnat［一maδ，nadl

（「食の夕べ」），3音節語1vagtaft㎝［IUa帥．afφn］（当直の夜）／aftenvagt

［Iafφn．Ua射］（夜間当直），pasfoto［■bh鎚1foすol（証明写真），tandpasta

［，dhan．bhas4a］（歯磨き粉）

　最後に、本実験に用いた分析資料に関係する範囲で、この言語の発音に関し

て、留意してもらいたい点について述べて置くことにする。

　デンマーク語では、基本的に長母音と短母音の間に音質的差異はない。しか

し、長短で音質的差異がある母音もいくつか存在する。ここでは／a／に関しての

み注意を喚起することとしたい。

　／a／の長母音は、音質的には、D勧nie1Jonesの基本母音の3番に極めて近い

音価を持つ。そのため上記の発音表記では［ε：1とした。短母音の／a／は少し開

口度が広いので［aコの記号を用いたが、実際には基本母音の3番と4番の中間

的な音価を持つ。音声記号が異なるので分かりずらいかもしれないが、実際の

音価を示す目的で記号を用いたことを理解願いたい。なお、以下で分析するデ

ンマーク語とは、コペンハーゲン標準語と呼ばれる、コペンハーゲンを中心に

話されている標準語とみなしうる言語（方言）変種である。

3．2　インフォーマント

　インフォーマントは、デンマーク語コペンハーゲン標準語を母語とするNRP（男

性、1942年生）、NG（女性、1945年生）の2名である。2名ともコペンハーゲン

大学で教鞭をとっている、訓練を積んだ現役の音声学者である。
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3．3　録音状況

　録音は、コペンハーゲン大学　一般唖応用言語学科　音声実験室内無響室で

行った。分析資料を埋め込んだ文：

　LiSt㎝S“分析資料”S愉i　OrdnOgen．

　（訳：リストの「分析資料」は辞書に載っている。）が1文ずつ印刷された

カードを用意し、これと他の実験用のカードと混ぜたものを、4回に分けてイ

ンフォーマントにを読み上げてもらった。1セッションの録音の所要時間は約

20分で、その間に同じ分析資料が4回読まれるようにした。つまり同じ内容の

カードのセツトを4組用意し、それぞれの組のカードを他と違う順番に並べて、

最後に各組のカードを4つ重ねたものをインフォーマントに手渡し、1セッショ

ン分の録音に用いた。4セッションの録音で、同じ分析資料に関して！0回録音

を取ったが、今回はそのうち最初の1セッション分（初回の録音）の分析結果を

使用する。録音に用いた機器は以下のとおりである。

　　マイク：Br七e1＆；Kj撒姐79

　　アンフl　Measuring　Amp1i五er2607

　　テープレコーダー：Digita1AudioTape　Deck（So町）

　　テーフ：DigitaI　Aud－ioTape（Sony）

3。盗　分析機器

　上述のカード化された音声資料をデジタル録音したテープを音響分析した。分

析に使用したのは、Trans　Pitchmeter（F－J　E1ectronics社製）、Int㎝siもyMeter

（F－J　E1ectr㎝ics社製）、F㎜damenta1Frequency　Meter　type　FFM650（F－J

E1ectr㎝ics社製）で、それぞれを上述の順に、オシログラム（原波形）、インテ

ンシティ曲線、基本周波数曲線を抽出するのに使用した。そしてこれら音響解

析機器をE1ma　mi㎎ogragh800に繋ぎ、方眼記録用紙に、オシログラム（原波

形）、インテンシティ曲線、基本周波数曲線を同時間的に描かせた。ming．g．agh

のぺ一パースピードは100mm／sec。に設定した。なお、インテンシテイ曲線は

2つ描かせ、1方に500Hz以下の周波数をカツトするハイパスフィルターをかけ

た上で、線形スケールに設定した。これは鼻音などの鳴音のセグメンテーショ

ンをしやすくするためである。
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3．5　測定とセグメンテーションの基準

　測定では、音節の核と成る部分、すなわち母音または母音十鳴音（理論的に

ピッチ曲線がきれいに繋がって出る部分）を切り出すことにした。セグメンテー

ションには上述した4つの曲線をすべて使用したが、母音部の始まりは、ハイ

パスフィルターをかけたインテンシティ曲線が急激に上昇する部分、母音もし

くは鳴音の終わりは逆に、同曲線が急激に下降する部分とした。この基準によ

るセグメンテーションは、スペクトログラムの母音の高次フォルマントの始ま

りと終わりにほぼ一致することが知られている（B㎜dgaard1980：103）。また、

この基準が他の曲線との照合で矛盾する場合は、多少の微調整を行った。セグ

メンテーションは、方眼記録用紙の波形の直接目視によって、！mm目盛り単位

（10msecに相当）で行い、それ以下は四捨五入した。すなわち誤差は±5msecと

いうことになる。

4　結果

　表2～7に、本実験に用いた分析資料の4回分の測定値の平均を示した。

　　　　　　　　　　　　　　表2：NG（msec、）

bladdame　　dameblad　　　¢1鵡se d邑se釧

b1ad［aδ］150　dame［ε：1150　¢1l¢11250／150　〔ほse［っ：1200

dame壬ε：】150　1〕1ad［aδ］150　　d細e［⊃：］190　　刈φ1］230

表3：NG（msec。）

na．tmad madnat Vagtaft㎝　aft㎝Vagt
nat［a。］110　　mad［a司170　vagt［a］120　af［a］180／100

mad［aδ］150　na吋a］130　　　a可a1140　　　vagt壬a1玉20

　　　　表4：NG（msec。）

vandhane　　　　　pasfoto　　tandpasta

［hε：1250　　1a1130　［・1160

　　　表5：NRP（㎜sec．）

b蔓aωame　　dameblad　　¢1鵡se 雌seφ1

blad［崩］140　　dame＝ε：］170　　¢1［¢1］210／120　dるse［⊃：］220

dame［ε：］170　blad［aδ1130　　d誌e［っ：1190　　刈¢l1210
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表6：NRP（msec。）

mtmad　　　madnat vagtaften　　　aftenvagt

nat同100　　mad［aδ］130　　vagt［a。］100　af壬司170／70

　　　　　　　md［・δ1120　蝸七［・1100　・f［・1120　・・gtl・1110

　　　　　　　　　　　　　表7：NRP（msec．）

　　　　　　　　　　vandhane　　　　　pasfoto　　tandpasta
　　　　　　　　　　lhε：1240　　［司140　［a1140

　測定値の比較から単純に言えることは、2人のインフォーマントに共通して、

強勢がr強」からr中強」に弱化されても、そのことが持続時間に影響を与え

ていそうもないということである。この結果はFischer－J¢rgensen（伽d．）の結

論と異なる。しかもこの事実は、母音の長短にかかわらず当てはまりそうであ

る。ただし、インフォーマントのどちらか一方に弱化に伴って短音化が見られ

るケースもある。たとえば、NRPの曲seの場合である。30msec．の短音化は

大きいといえる。

　興味深いのは、NGにおいて、natおよびpasの母音が弱化に伴って逆に長

音化している場合である。これは最初の予測とは逆で、興味深い現象ではある

が、NRPには同じ現象が観察されない。

　なお、vandhaneのha鵬の／a1／が、dameの／a：／より持続時間が長いのは、／h／

が有声音に挟まれているため有声音化し、母音との境界が確定できなかったた

め、／h／の長さも含めた値を提示しているためである。dameの／a：／と同じ数値

をhaneの／a：／から差し引いた場合、子音としての適当な長さが／h／の分とし

て残るので、vandhaneに関しても、母音の短音化は起こっていないと考えら

れる。

　その他の音響データ上で気付いた点を挙げておく。

　分析資料には、¢脂se，afもenvagtという母音で始まる2つの語が含まれてい

る。この類いの語の発話では、高地ドイツ語同様（Schubiger1977：37）、語の

境界信号として機能する声門狭め音が当該母音の出だしの部分に生じ（Heger

1981：129）ピツチ曲線が激しく乱れることが知られている。Hegerによれば、

この現象は、はっきりと語境界をことさら示したい場合に生ずるということだっ

たので、今回用いた埋め込み文のような／s／に続けてポーズを置かずに自然なス

ピードでの発話には起こらないと予測したが、意に反して声門狭め音が生じて

しまった。そのため、上記表中では／の右側の数値を縞麗にピツチ曲線が出た範
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囲の持続時間の測定値を表し、発音記号のすぐ隣の数値は、／s／の直後からピツ

チの乱れている部分も含めた、本来測定したかった部分の全体の持続時間を示

すために用いた。しかし後者の数値は、本来あるべき持続時間よりは長くなっ

ているものと思われる。

5　考察

　実験結果を踏まえて、問題点を整理しつつ、Fischer－J¢rgensen（｛舳．）との比

較をしていくことにする。

　問題点として挙げて起きたいことは、分析資料の絶対数とバラエティの少な

さを今は考えないとすれば、次のようなことである。

　3．1．で語彙選択の基準に関して、音環境の維持の重視に触れた。しかし、複

合語の前後の要素を入れ替えることによって、正確に言えば、右に隣接する子

音要素が変わることになる。b1addameを例に取れば、このままならb1浅dの右

に隣接する子音は／d／である。ところが、dameb1ad中のb1adの右に隣接する

子音は、埋め込み文のstるrの／s／である。一般に右側に隣接する子音は直前の

母音の持続時間に影響を与えるので、埋め込み文の要素であって、統語境界が

あるから、前接のセグメントに影響を与えないとか、複合境界が有るから前接

のセグメントに影響を与えない、などと言い切ることはできないかもしれない。

ただし、デンマーク語の／d／は無声音なので、有声の／d／に比べれば影響が少な

いとはいっても良いと思われる。いずれにしても、／s／との影響力の差を説明す

ることはできない。

　次にFischeトJ¢rg㎝sen（伽d．）の実験結果との差異の原因についても検討しな

ければならない。

　実はFischer－J¢rgens㎝の「強」対「中強」のstress対立の分析資料は次の

ような語例がもとになっている。同じパターンなので1例だけを挙げるが、詳

細は当該論文に譲ることとする。

　（1）ls¢d■supPe（甘いスープ）

　（2）Is¢d．suppe（果物でつくったある種のス…プ）

　「強」と「中強」のStreSS対立は確かにあるが、見過ごしてはならない点は、

（1）が2つのstress　groupからなる句であるのに対して・（2）は1つのstress

groupからのみなる語であるという点である。さらに付け加えると、比較の対
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照となるsuppeは、（．1）では2音節語として単独で1つのstress　groupを形成

し、（2）では、s¢dsuppeという3音節の複合語の1部としてstress　gr㎝pを形

成している。つまり、stressgroupを形成する音節の数が（1）と（2）では異なる

ので、stress　groupをセグメントの持続時間調整の単位と考えると、Fischeト

J¢rg㎝sen（｛舳．）の分析資料では、stress　group内の音節数が増えたため、st王ess

の弱化とは無関係に、中強強勢を担う音節が外見上若干短音化したとも考えら

れるのである。事実、stress　group内の音節数を変えていない本実験の分析資

料では、短音化が見られないのであるから、その可能性は高いと思われる。な

お、stress　group内の音節数の増減とセグメントの持続時間の相関は、デンマー

ク語の場合はかなり複雑な現象であるので、今後詳細に検討する必要がある。

　結論として、上記限られた分析資料をもとにしている、という限定がつくも

のの、今回の実験結果からは、強勢が「強」から「申強」に弱化されても、音

節の中核の持続時間はそのまま維持されるということが言える。長母音の持続

時間もそのまま維持されることは興味深い事実である。

6　展望

　本実験では、分析語彙数が少なく、暫定的な結論しか出せないが、今後は、持

続時問とピツチの相関、その知覚への影響が調査課題として考えられる。とく

に音声言語をリズムの面から考える際は、持続時間の測定だけでは、本質を捉

えきれないであろう。

　なお、本稿で扱わなかった分析資料も考慮に入れて考えてみると、今回の持

続時間の伸縮が生じない原因を、この言語特有のピッチパターンとリズム構造

の相関に結び付けてと捉えることもできるのではないかと思われる。2．1、で簡

単に触れたが、この言語のs七ressgroup（stressのある音節から次のstressの

ある音節の直前までのプロソディックな単位）は「低」十「上昇」十「下降」の

ピッチパターンをとる。本稿では詳しい議論は行わなかったが、短音化しない

中強強勢をもつ音節、特に母音部は、ピッチ曲線上の下降を始める音調部分に

すべて乗っている。興味深いのは、natmadのmadも、dameb1adのb1adも、

ピッチ曲線の同じ部分にのるように調節して発話されている点である。b1adは

長母音を含む2音節語に続き、madは短母音しか含まない1音節語に続いてい

るという一見大きな差異が両語にあるにもかかわらず、複合の第1要素を、ピッ
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チ曲線の「低」十「上昇」の部分にうまく調整して発話する。このような、ピッ

チパターンとリズムの相関関係についてのくわしい議論は、稿をあらためて行

いたい。

　いずれにしても、持続時間調整の問題は、アクセントとリズムの両面、ある

いはより大きなプロソディの現象とからめて議論する必要があると考える。
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○服竜he　d蹴盈航o蝸盈盈d加銚㎜e就of　D舳孟sh
　　Co㎜，Po砥蛆ds　w批h　seco盟d蹴y　s危㈹ss

　　　　　　　　　　　　Kunihiro　MIMATsU

　This　research　deaIs　with　the　durationa1adjustme批caused　by　Danish　sec－

ondary　stress，which　d冊ers血om　the　case　ofmain　and　weak　stress．The　resu1も

appears　toshow七haもthe　stress　reduc七ion　from　main　tosecondary　stress　does

not　in趾ence　the　sy11ab1e　nuc1eus山ration．This行nding　may　be　corre1aもed

with　Danish　unique　rhythmic　structure．However，more　investigations　are

tobe　neede（1．


